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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動による影

響があったものの、政府や日本銀行一体となった経済対策及び金融政策を背景として企業収益や

雇用・所得情勢に改善の動きが続くなかで緩やかな回復基調がみられましたが、一方で、新興国

経済をはじめとする海外景気の減速や円安による輸入原材料価格の上昇などの景気の下押しリス

クを抱え、先行きは依然として不透明感が残る状況で推移いたしました。

医薬品業界におきましては、高齢者の増加や医療の高度化等に伴い増大する国民医療費に対し

て、薬価改定や後発医薬品の使用促進をはじめとした医療費抑制策が継続・強化されるなか、研

究開発費の増加、企業間での競争の激化など、取り組むべき課題が山積し、引き続き厳しい経営

環境が続きました。

このような環境のもと、当社は業績の確保に向けて主力製品の人工腎臓用透析剤キンダリーをは

じめとした人工透析関連製商品を中心に販売促進を図り、また、新規取引先の開拓に取り組むな

ど営業活動に邁進してまいりましたが、消費税増税前の前倒し需要の反動などもあり減収となり

ました。

その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は234億70百万円と前年同四半

期と比べ10億59百万円（4.3％）の減少となり、また利益面でも売上原価率の上昇に伴い、営業利

益は３億42百万円と前年同四半期と比べ12億77百万円（78.9％）の減少、経常利益は３億21百万

円と前年同四半期と比べ13億20百万円（80.4％）の減少、当四半期純利益は２億円と前年同四半

期と比べ８億68百万円（81.2％）の減少となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　①資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末の総資産は、705億75百万円と前事業年度末と比べ19億31百万円

（2.8％）の増加、負債は362億73百万円と前事業年度末と比べ25億21百万円（7.5％）の増加、

純資産は343億１百万円と前事業年度末と比べ５億90百万円（1.7％）の減少となりました。

　なお、自己資本比率は48.6％と前事業年度末に比べ2.2％の減少となりました。
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　②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べ19億10百万円

増加し、97億11百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益や減価償却費の計上、売上債権

の減少等により19億35百万円の収入となりました。（前年同四半期は18億40百万円の収入）

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により４億83百万円の支出と

なりました。（前年同四半期は９億30百万円の支出）

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等があったものの、長期借入金の増加

等により４億58百万円の収入となりました。（前年同四半期は７億69百万円の支出）

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の通期業績予想につきましては、平成26年３月期決算発表時（平成26年５月９

日）に公表いたしました業績予想から修正しております。詳細につきましては、本日に公表いた

しました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号

平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付

債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。これによる四半期財務諸表への影響は

ありません。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月05日 16時47分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



扶桑薬品工業㈱(4538) 平成27年3月期第2四半期決算短信

4

３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,901 9,711

受取手形及び売掛金 20,965 20,590

商品及び製品 7,206 7,355

仕掛品 102 101

原材料及び貯蔵品 1,449 1,455

その他 932 873

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 38,556 40,084

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,763 7,732

土地 9,968 9,968

その他（純額） 4,231 5,342

有形固定資産合計 21,963 23,044

無形固定資産 348 351

投資その他の資産 7,775 7,095

固定資産合計 30,088 30,490

資産合計 68,644 70,575

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,121 9,180

電子記録債務 2,832 2,863

短期借入金 6,284 6,264

未払法人税等 - 163

賞与引当金 960 989

その他の引当金 341 302

その他 4,680 6,332

流動負債合計 24,219 26,097

固定負債

社債 316 228

長期借入金 4,837 5,773

退職給付引当金 1,405 1,420

その他の引当金 218 225

その他 2,754 2,529

固定負債合計 9,532 10,176

負債合計 33,751 36,273
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 12,696 12,535

自己株式 △1,428 △1,433

株主資本合計 37,036 36,870

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,301 1,877

土地再評価差額金 △4,446 △4,446

評価・換算差額等合計 △2,144 △2,568

純資産合計 34,892 34,301

負債純資産合計 68,644 70,575
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 24,530 23,470

売上原価 17,063 17,026

売上総利益 7,466 6,444

返品調整引当金戻入額 2 0

差引売上総利益 7,468 6,445

販売費及び一般管理費 5,849 6,103

営業利益 1,619 342

営業外収益

受取利息 2 7

受取配当金 30 47

保険関係収益 87 72

投資事業組合運用益 85 5

その他 38 52

営業外収益合計 244 185

営業外費用

支払利息 122 108

生命保険料 64 64

その他 35 32

営業外費用合計 222 206

経常利益 1,641 321

特別損失

固定資産除却損 44 16

特別損失合計 44 16

税引前四半期純利益 1,597 304

法人税、住民税及び事業税 402 127

法人税等調整額 126 △23

法人税等合計 528 103

四半期純利益 1,069 200
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,597 304

減価償却費 897 913

投資事業組合運用損益（△は益） △68 3

固定資産除却損 44 16

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 29

退職給付引当金の増減額（△は減少） 38 15

受取利息及び受取配当金 △32 △54

支払利息 122 108

売上債権の増減額（△は増加） 1,746 374

たな卸資産の増減額（△は増加） △190 △152

仕入債務の増減額（△は減少） △423 91

その他 △147 304

小計 3,617 1,955

利息及び配当金の受取額 32 55

利息の支払額 △134 △113

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,674 37

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,840 1,935

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △860 △470

投資有価証券の取得による支出 △100 -

投資事業組合の出資による支出 △52 △40

投資事業組合の分配による収入 110 26

定期預金の払戻による収入 100 100

その他 △127 △99

投資活動によるキャッシュ・フロー △930 △483

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200 -

長期借入れによる収入 1,460 2,450

長期借入金の返済による支出 △1,900 △1,534

社債の発行による収入 380 -

社債の償還による支出 △50 △88

自己株式の取得による支出 △6 △5

配当金の支払額 △450 △361

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △769 458

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 140 1,910

現金及び現金同等物の期首残高 9,117 7,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,258 9,711
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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